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家庭の悲劇

エ ウ リ ピデ ス 『ア ン ド ロ マ ケ 』 考

丹　下　和　彦

要 　 旨

　他の悲劇作品 同様、本篇 もギ リシアの古い伝 承をその素材 と して いる。 しか しそ こに描 かれて

い るのは、現代 のわた したちの周囲に もしぼ しぼ見 られ る 日常風景、そ の中でも家庭 内不和 の物

語であ る。 ネオプ トレモス家 の正妻 ヘル ミオネ と第二夫人 アン ドロマケとの女 たちの葛藤 が物 語

の筋をなすが、作者 の意 図は彼女 らそれ ぞれの悲劇的人間像を構築す るこ とではない。題名 とな

った アン ドロマ ケも、 またヘル ミオネ も劇の中途で舞台か ら姿を消 して しま う。

　一方、劇中に散見 され る激 しいスパルタ批 判は、 この劇を政治色 の濃 いもの、時代 背景を色濃

く反映す るものとの見方 を生 んだ。 確かにそれは否定 し難 いけれ ども、本篇 は しか し、 いわゆ る

プロパ ガンタ劇 でもない。 これ は、婚姻 とい う最小の人間関係 に端を発す る 日常次元 の人間の家

庭内悲劇を描いた作品であ る。

キ ー ワ ー ド　 婚 姻 、 家 庭 、 正 妻 、 妾 、反 ス パ ル タ

はじめに

　 本 篇 は 上 演 年 、 同時 上 演 作 品 、 そ して 競 演 の 審 査 結 果 、 そ の い ず れ も詳 らか に しな い 。 上 演

年 は 凡 そ の 推 定 が され て い るが 、 確 定 しな い 。 後3世 紀 に な って 選 定 され た"エ ウ リピデ ス10

選"に は入 って い るが1)、古 来 秀 作 との 評 判 は 聞か な い 。 ア レ クサ ン ド リア時 代 の古 典 文 献 学

者 ア リス トパ ネ ス(前257～ 前180年 頃)が 付 け た と され る ヒ ュ ポ テ シス(劇 の 粗 筋 の 紹 介 文 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 テウテロス

古 伝 梗 概 と訳 され る)に は"第 二 の も の"と あ る。 デ ウ テ ロス とい う語 が 二 流 作 品 とい う意

味 な の か 、 あ るい は 競 演 の 第 二 等 の 意 味 な の か 、 あ るい は また 時 代 区 分 で 第 ニ グル ー プ とい う

意 味 な の か 、 い ろい ろに 付 度 され て い るが 、 これ また 確 定 しな い 。 た だ 二 流 作 品 と評 価 され て

もそ れ を 覆 す だ け の 作 品 に 内在 す る力 、 内容 の 充 実 度 は 、 ど うや ら窺 え な い よ うに も思 え る。

　 で は この 作 品 は どの よ うな もの と位 置 づ け た ら よい の で あ ろ うか 。 これ まで も多 くの 評 家 が

い ろい ろに 解 釈 を試 み て きて い る。Kittoは ア ンチ ・ス パ ル タ の政 治 的 意 図 を強 調 し、 そ れ を

劇 の 統 一 テ ー マで あ る とす る2)。Stevensは トロイ ア戦 争 を 劇 の メイ ンテ ー マ で あ る とす る3も

Garzyaは 劇 の テ ーマ を担 う主 人 公 を ヘ ル ミオ ネ とす る4)。　Erbseは 劇 の テ ー マを 担 う主 人 公 は
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ア ン ドロマ ケで あ る とす る5もConacherは 、 この 劇 は トラ ジ ック ・ヒ ー ロ ーの い な い 劇 で あ る

と言 う6も そ してStoreyは 、 争 い と殺 獄 とい うこの 劇 の 悲 劇 的 結 果 を もた らす 要 因 と して 、 家

庭 内不 和(そ れ は 各 パ ー トナ ーの 婚 姻 の あ り方 に 起 因 す る)に 着 目す る7も

　 そ れ ぞ れ 問 題 点 を 別 扶 して い るが 、 しか しそ れ が そ の ま ま本 篇 を 総 合 的 に 捉 え る もの に な っ

て い る とは 言 い 難 い よ うに 思 わ れ る。 そ れ で は わ た した ちは ど う捉 え た ら よい の か 。 ど う捉 え

得 るだ ろ うか 。 考 察 に 入 る前 に 、 本 篇 の 凡 そ の 粗 筋 を ヒュ ポ テ シス を 借 りて 述 べ て お こ う。 本

篇 に は ヒ ュポ テ シ スが 二 つ 付 い て い る。 先 ほ どの ア リス トパ ネ スの そ れ とは 別 の 、 無 名 氏 の 手

に な る ヒュ ポ テ シ スの ほ うを 借 りる。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ケラス

　 ネ オ プ トレモ スは トロイ アで ヘ ク トル の 妻 で あ った ア ン ドロマ ケを 戦 利 品 と して 獲 得 し、

彼 女 か ら子 供 を 儲 け た 。 そ の 後 メネ ラ オ スの 娘 ヘ ル ミオネ と結 婚 した 。 最 初 彼 は アキ レウ ス

の 死 の 償 い を デル ポイ の ア ポ ロン神 に 求 め た が 、 考 え 直 し、 神 意 を 慰 撫 す べ く再 び 神 託 所 に

赴 い た 。 ア ン ドロマ ケに 嫉 妬 を 禁 じ得 ぬ 王 女(ヘ ル ミオネ)は ア ン ドロ マ ケ殺 害 の 計 画 を 立

て 、 父 メ ネ ラ オ スを 呼 び 寄 せ た 。 ア ン ドロマ ケは 幼 な 子 を 密 か に 隠 し、 自 らは テ テ ィス の 神

域 に 避 難 した 。 と こ ろが メネ ラ オ スの 配 下 の 者 が 幼 な 子 を 見 つ け 出 し、 また ア ン ドロマ ケを

騙 して 避 難 所 か ら連 れ 出 した 。 彼 らは 二 人 と も血 祭 りに 上 げ よ うと した が 、 そ こに 姿 を 現 わ

した ペ レウ スに 阻 まれ た 。 そ こで メ ネ ラ オ スは スパ ル タへ 帰 り、 ヘ ル ミオネ は ネ オ プ トレモ

スの 帰 宅 を 怖 れ て(自 らの 行 為 を)悔 ん だ 。 そ こヘ オ レス テ スが 現 わ れ 、 彼 女 を 説 得 して 連

れ 出 し、 ネ オ プ トレモ スに 対 して は 陰 謀 を た くらん だ 。 そ の 遺 体 が 運 ぼ れ て くる。 そ れ に ペ

レウ スが 涙 を 注 こ うとす る折 し も、(女 神)テ テ ィ スが 顕 現 し、 遺 体 を デ ル ポ イ に埋 葬 す る

よ うに と、 また ア ン ドロマ ケは 子 供 と も ど も モ ロ ッソ ス人 の 許 へ 送 る よ うに 、 そ して ペ レウ

ス 自身 は不 死 の 身 の 境 涯 を 授 か ろ うと言 った 。 〔ペ レウ ス は それ を 受 け 入 れ 、 至 福 の人 々の

島に 住 ん だ 。〕

劇 の 場 は プ テ ィア8)の ネ オ プ トレモ ス の館 の前 とな って い る。

1.女 の争 い

　 本 篇 は概 ね 三 つ の 場 か ら成 り立 つ と見 て よ い9も まず ア ン ドロマ ケ を 中 心 に 展 開 す る場 、 次

に ヘ ル ミオ ネが 中 心 とな る場 、 そ して ネ オ プ トレモ スの 死 に 関 わ る場 で あ る。 この 三 人 は 第 二

夫 人 、 正 妻 、 そ して そ の 夫 とい う関 係 に あ る。 これ だ け で も劇 は 問 題 含 み の 展 開 に な りそ うで

あ る。 加 え て ア ン ドロマ ケは 、 か つ て トロイ アで ヘ ク トル の 妻 で あ り、 夫 の 死 後 は 夫 を 殺 害 し

た アキ レウ スの 息 子 で あ る ネ オ プ トレモ スの 側 女 に 身 を 落 した とい う経緯 が あ る。 また ヘ ル ミ
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オネのほ うは、ネオプ トレモスに嫁す前、従兄のオレステスと許嫁の間柄だった。そのオレス

テスはのちに ドドナへの旅の途次このプティアに立ち寄って、ヘル ミオネをその願いどお りス

パルタの実家へ連れ帰る役割 りを担 う。ネオプ トレモスの死を嘆 く祖父ペ レウスは、かつて女

神テティスの連れ合いであったが、劇の最後にデア ・エクス ・マキナとして顕現 したテティス

と再会 し、彼女から死後は神とな りテティスとともに暮すことになることを約束される。

　登場する人物はそれぞれ新旧二重の婚姻関係で結ばれている。そ して各人が旧い婚姻関係を

引き?り つつ、いま新 しい婚姻関係でまた結ぼれているlo)。つま り彼 らは婚姻、そしてそれに

よって成立する家庭、家とい うごくあ りふれた 日常的な人間生活 レヴェルにあることがまず確

認されるのである。ギ リシア悲劇の登場人物は、凡そみな家とい うしがらみに縛られて生きて

いる。名家であれば名家であるゆえの重圧に押され、個を殺 して生きることを求められる。ア

イスキ ュロスの 「オレステイア』におけるオレステスがそ うである。また他家から入った嫁は、

しかも他国からの余所者は、婚家の、あるいは周囲の人間の無理解に苛まれる。エウリピデス

が描 く 「メディア』のメディアがそ うである。一方、個を殺 し切れない人間が、安定 した社会

を構成する基本単位たる家を破壊に導 く。エウリピデス作rヒ ッポリュ トス』のパイ ドラがこ

れに当たる。殺獄や争闘が家庭の不和から始まる場合もあれば、逆にそれが家庭に及んできて

家庭が破滅させられて しまう場合もある。

　いま本篇の場合、プティアのネオプ トレモスの家を構成するのはネオプ トレモスとヘル ミオ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 うまずめ

ネ夫 婦 で あ る。 二 人 に 子 供 は い な い(ヘ ル ミオ ネ は石 女 と表 現 され て い る)。 ネ オ プ ト レモ ス

に は 第 二 夫 人 ア ン ドロマ ケが い て 、 正 妻 の ヘ ル ミオネ と 同 じ屋 根 の 下 に 暮 して い る。 トロイ ア
　 　 　 　 ゲラス

戦争で戦利品として獲得 してきた奴隷である。ヘル ミオネは正妻としての立場から、この余所

者の奴隷女を激 しく非難する、「そんなこと(近 親相姦という夷狭の風習)は この国へ持ち込

まないでもらいたい。だって/一 人の男が二人の女を禦すとい うのは、けっして良いことでは

ないから。/い いえ、家庭内を面倒な く過そ うと思 う者は、/愛 する結婚相手一人だけを見つ

めてい くことに満足するもの」(177～180行)と 。

　これは至極もっともな言い分である。言外にはこのような家庭状況を作 り出した夫メネラオ

スへの非難も含意されていよう。あるいはこうした状況を黙認する社会慣習に対する抗議の意

志も。以下、彼女が取る行動もけっして不当なものとは言えないことになる。 しかも第二夫人

アン ドロマケとのあいだには男の子供モロッソスが生まれている。当然ヘル ミオネとしては面

白くない。愛のライヴァル ・アン ドロマケへの嫉妬もさることながら、嫡子な しでは正妻の地

位も安泰ではな くなる。立場が逆転 して自分のほ うが家から追放されるかもしれない。憎 しみ

が口をついて出る、「おまえは戦利品で奴隷の分際であ りながら/こ のわた しを追い出して、

この家を乗っ取ろうとい う/魂 胆。わた しはおまえの薬のおかげで夫から疎まれ、/こ のお腹
　 　 　 　 　 　 　 　 うまずめ

は お まえ の せ い で 石 女 とな りは て た 」(155～158行)。
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　 元 来 彼 女 は スパ ル タ王 家 の 王 女 で あ る。 そ の 出 自へ の 誇 りもあ ろ う。 ア ン ドロ マ ケ も トロイ

ア王 家 の 跡 取 り息 子 の 嫁 とい う高 い 身 分 で あ った が 、 い まは 零 落 して 一 介 の 奴 隷 女 で あ る。 ヘ

ル ミオネ の 暴 慢 は 止 る と こ ろを 知 らな い 。 彼 女 は 実 家 か ら父 親 メネ ラ オ スを 助 っ人 に 呼 ぶ まで

して 、 ア ン ドロマ ケ母 子 を 排 除 し よ うとす る。 「女 心 とは よ く よ く嫉 妬 深 い も の。/結 婚 の 競

争 相 手 に は い つ も底 意 地 悪 く当た る もの 」(181～182行)と 、 プ テ ィ アの 地 の女 性 た ち か らな

る合 唱 隊 の 長 が 言 うとお りで あ る。

　 一 方 、 ア ン ドロマ ケは 主 人 ネ オ プ トレモ スの 庇 護 を 受 け て は い るが 、 奴 隷 に す ぎな い 身 の 上

は け っ して 安 全 な もの で は な い 。 しか もい ま、 頼 りとす るネ オ プ トレモス は デ ル ポイ へ 旅 を し

て い て 留 守 で あ る。 だ か ら こそ 身 の 危 険 を 感 じた 彼 女 は 、 家 を 出て テ テ ィス 女 神 の 社 に 身 を 寄

せ て い る。

　 奴 隷 で あ りまた 異 邦 人 で あ る ア ン ドロマ ケで あ るが 、 しか しそ の 心 根 、 人 間 性 の 点 に お い て

は 女 主 人 ヘ ル ミオネ の そ れ を は るか に 凌 ぐ。 彼 女 に は ヘ ル ミオネ に は な い知 性 と分 別 が 備 わ っ

て い る(り00g,σ ⑦φρωり,σ0φ ラ,φ ρ0りετり と い う語 が そ の 言 辞 様 態 に充 て られ て い る。 い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 アレテ　

ずれも知や分別を意味する語である)。 また妻そ して女 としての 徳　 (aρετラ)も 強調 される

(たとえば208行)。 さらには人生経験の差もある。ヘル ミオネの頑是無さ、精神の未熟さがア
　 　 　 　 　 　 　 　 で　　ア

ン ドロマ ケか ら 「若 い 」 と指 摘 され 、 「若 さは悪 」(184行)と 決 め つ け られ る(こ の二 人 に 、

エ レク トラVS .ク リュタ イ メ ス トラ と同 じ善 女VS.悪 女 とい う対 立構 造 を 立 て る見方 もあ るll))。

　 ア ン ドロマ ケの 心 は い まだ に 亡 き夫 ヘ ク トル の 上 に あ る。 敗 戦 に よ って 、 そ の 運 命 は 夫 を 殺

した 男 の 息 子 の 側 女 へ と変 転 した 。 苛 酷 な 境 遇 の 中 で 、 そ の 身 の 安 寧 は 主 人 ネ オ プ トレモ ス に

委 ね られ な が ら、 亡 夫 へ の 愛 が 心 中 か ら消 え る こ とは な い 。 そ して そ の 身 を 生 か しめ て い る唯

一 の 理 由 は新 し く生 まれ た 子 供 で あ る
。 「プテ ィ アの 地 へ 着 い た あ と、/ヘ ク トル を殺 した 男

(の息 子)と 契 りを 結 び ま した 。/生 きて い て 何 の 楽 しみ が あ りま し ょ う。 何 を 目安 に す れ ば

よい の で す 。/い まの 状 況 で し ょ うか 。 そ れ と も過 ぎ去 った 身 の 上 で し ょ うか 。/そ の 子 一 人

が わ た しの人 生 に残 され た 希 望 で した」(402～406行)と い う述 懐 が 現 在 の 彼 女 の姿 を過 不 足

な く言 い 表 わ して い る。

　 ネ オ プ トレモ ス家 を 二 分 す る この 女 た ちの 争 い は 、 結 局 正 妻 ヘ ル ミオネ の 負 け に 終 わ る。 ア

ン ドロマ ケ母 子 の 排 除 は 失 敗 す るの で あ る。 最 初 は 父 メネ ラ オ スの 援 助 を 得 た ヘ ル ミオネ 側 の

攻 勢 で 子 供 を 人 質 に 取 られ 、 ア ン ドロマ ケは テ テ ィスの 社 の 聖 域 か ら引 き 出 され る こ とに な る。

そ こヘ ネ オ プ トレモ スの 祖 父 ペ レウ スが 駆 け つ け 、 メネ ラ オス 、 ヘ ル ミオネ 父 娘 の 暴 威 を 阻 止

す る。 メネ ラ オ スは 娘 を 見 捨 て て スパ ル タへ 帰 って 行 く。 ヘ ル ミオネ は 後楯 を 失 って 孤 立 す る

こ とに な る。

　 愛 人 を 家 庭 に 入 れ た 夫 は 妻 か ら報 復 を 受 け 、 制 裁 され るの が 通 例 で あ る。 ア ガ メ ム ノ ンは カ

ッサ ン ドラを トロイ アか ら連 れ 帰 った た め に 、 妻 ク リュ タイ メス トラの 怒 りを 買 い 、 謀 殺 され
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た(ア イ スキ ュ ロス 『ア ガ メ ム ノ ン』)。ヘ ラ ク レスは 愛 人 イ オ レの た め に 妻 デ ィ アネ イ ラの 不

信 を 買 い 、 結 果 的 に 毒 殺 され る こ とに な った(ソ ボ ク レス 『トラキ ス の 女 た ち』)。 しか しい ま

ヘ ル ミオネ の 怒 りは 夫 ネ オ プ トレモ スに は 向 け られ て い な い 。 そ れ は 専 ら ア ン ドロマ ケに 集 中

して 向け られ て い る。 この 点 が 、 彼 女 が ク リュ タイ メ ス トラや デ イ アネ イ ラ と異 な る と ころ で

あ る。 つ ま り劇 の 筋 を 運 ん で い くの は 、 正 妻 と妾 とい う二 人 の 女 の 争 い そ の もの で あ る。 この

劇 は こ う した 二 人 の 女 の 争 い の 劇 で あ って 、 ど ち らか 一 人 の 女 の そ う した 境 遇 に 置 か れ た 身 の

上 を 嘆 き苦 しむ 姿 を 描 く劇 、 苦 しん だ 挙 句 に そ う した 境 遇 を 作 り出 した 男 へ の 報 復(殺 害)の

物 語 で は な い の で あ る。

　 ヘ ル ミオ ネは 第4エ ペ イ ソデ ィオ ンの 末 尾1008行 で 退 場 した あ と、 も う舞 台 に 戻 る こ とは な

い 。 ア ン ドロマ ケは そ れ よ りも早 く第3エ ペ イ ソデ ィオ ンの 末 尾765行 で 退 場 し、 姿 を 消 す12毛

彼 女 は 劇 に そ の 名 前 を 与 え なが ら、 劇 全 体 を 統 括 す る トラ ジ ック ・ヒ ー ロー と して は 多分 に そ

の 存 在 感 が 薄 い と言 わ ざ るを 得 な い の で あ る。 ヘ ル ミオネ も また 同様 で あ る。 劇 全 体 を 束 ね る

役 柄 と して 描 か れ て い る とは 、 決 して 言 え な い 。

　 ネ オ プ トレモ スは ヘ ル ミオネ 、 ア ン ドロマ ケ とそ れ ぞ れ 近 い 関 係 に あ りな が ら、 じつ は 近 い

存 在 と して描 か れ て は い な い。 正 妻 の ヘ ル ミオ ネ とは む しろ 疎 遠 の 仲 で あ る。 「あ な た が 背 の

君 か ら疎 まれ て い るの は わ た しの 薬 の せ い で は な い 。/共 に 生 活 す るの に ふ さわ し くな い と思

わ れ て い るか らに す ぎ ませ ん 」(205～206行)と い うア ン ドロマ ケ の 言 葉 が そ の こ とを よ く言

い 表 わ して い る。 一 方 、 ア ン ドロマ ケ も子 まで 成 した 仲 な が ら、 ネ オ プ トレモ ス は 主 人 、 そ し

て 庇 護 者 以 上 の 存 在 で は な い 。 ネ オ プ トレモ スの 留 守 中 メネ ラ オス に よ って 生 命 を 奪 わ れ よ う

と した とき、 口 を つ い て 出 る の は ヘ ク トル の 名 前 で あ る 、 「お お 、 わ が 背 の 君 、 あ な た の/腕

と槍 とを 、 い ま援 軍 に/迎 え られ た ら よい の に 、 プ リア モ ス の御 子 よ」(523～525行)と 。 繋

が って い る よ うで 繋 が って い な い この ネ オ プ トレモス と二 人 の 女 性 との 関 係 が 、 二 人 の 女 性 を

互 い に 対 立 す る関 係 へ と導 く。 争 い の 原 因 は 元 来 彼 に あ るの に 、 ヘ ル ミオネ の 怒 りは 彼 に は 向

か わ な い の で あ る。 ど うや ら作 者 は 、 一 人 の トラ ジ ック ・ヒ ー ロ ーを 作 り出す よ りは 二 人 の 女

性 の 不 毛 な 対 立 抗 争 そ の もの を 描 くこ とを 目的 と した よ うで あ る。

2.ア ン チ ・ス パ ル タ

　 　 　 　 　 　 　 　 ハルハロイ

　 ギ リシ ア人 の対 夷 秋 意 識 は どの よ うな も の で あ った ろ うか 。 遥 か な 昔 、 凡 そ 前20世 紀 の 頃 、

中 部 ヨ ー ロ ッパ か らエ ー ゲ海 域 へ 南 下 して 来 た ギ リシ ア民 族 は 、 周 囲 の 異 民 族 との 接 触 の な か

で 彼 我 の 差 を つ ね に 認 識 せ ざ るを 得 な か った 。 前5世 紀 半 ば 、 歴 史 家 ヘ ロ ド トス は 、 ギ リシ ア

人 の 民 族 的 特 性 と して 、 法 、 自 由、 徳 、 知 の 四 つ を 挙 げ た(『 歴 史 』 巻7、102～104節)。 これ

は 上 に 述 べ た 異 民 族 との 長 い 間 の 接 触 か ら結 果 す る彼 らの 自意 識 に 他 な らな い が 、 こ とに 前5
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世紀初頭の二度にわたるペルシア軍の侵攻(前490年 、480年)が これに大きく影響 したことは

否めない。前5世 紀のギ リシア人にとって、自らと価値観を異にするバルバ ロイとはペルシア

人に他ならなかった。

　いずれにせよ、ギ リシア人は自分たちと価値観を異にする異邦人をバルバ ロイと呼んだ(元

の形容詞バルバ ロスは 「鳥の噂 りのようにわけのわからない言葉を喋る」の意)が 、その特質

を象徴するものとして、無法、無知、愚鈍、生硬、無器用、無分別、迷信といった属性が挙げ

られる13も上に挙げた四つの価値観の対極にあるものばか りである。ペルシア軍の二度にわた

る侵攻で蒙った災禍と恐怖感、その大国を撃退 したことによる自らの政治体制、社会体制に対

する自信などが、そこには大きく作用 しているであろう。前5世 紀アテナイ人の精神の記録簿

であるギリシア悲劇の各作品は、自らの伝統的な四つの価値観(先 に挙げた法、自由、徳、知)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ハルハロイ

を取 り上げて強調すると同時に、それと裏腹にそ うしたものを持たない異邦人に対する蔑意を

もまた強 く描き出している。本篇でもアン ドロマケに対するヘル ミオネの言辞がそれである。

そこでは法概念の欠如を表わすものとして、近親相姦と尊属殺人がことさらに取 り上げられて

いた。作者は、「すべて夷独の輩は こうした もの。/父 親は娘 と、男の子は母親 と、/姉 妹は

兄弟と交わる。この上な く親 しい仲の者が/た がいに殺 し合 う。 しかもこういったことを禁 じ

る法律がないのだ」(173～176行)と ヘル ミオネに言わせている。

　 しか しそ うした無法、無知、また徳に欠ける・ミル・ミロイを体現するはずのアン ドロマケは、

む しろ逆に生粋のギ リシア人ヘル ミオネと比較 して遥かに徳高 く知性溢れる人間として登場 し

ている。すでに見たとお りである。指弾と非難の対象としてそこに上がっているのは、ヘル ミ

オネ、その父メネラオス、および彼らを生み育てたスパルタとい う土地であ り、そこの文化そ

して風習である。

　まずヘル ミオネに対 しては、先に述べたように、その徳の欠如が挙げられる。論争相手のア
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 アレア　

ン ドロマ ケが そ れ を 指 摘 す る。 夫 を 引 き付 け る もの は 妻 の 姿 形 で は な い 、 徳 な の で あ る と

(207～208行)。 同様 に分 別 を持 て と も言 わ れ る。 ヘ ル ミオ ネ の母 親 ヘ レネを 例 に挙 げ て、 「ふ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヌ　ス

しだ らな 母 親 の振 舞 い を/子 供 は 真 似 を して は い け ませ ん、 分 別 が あ る な らぽ 、 ね 」(230～

231行)と 、 ア ン ドロマ ケ に言 わ せ て い る。

　 メネ ラ オ ス も厳 し く糾 弾 され る。 ア ン ドロマ ケが 逃 が して い た 子 供 を捜 し出 し、 そ れ を 人 質

に して ア ン ドロマ ケを テ テ ィスの 神 域 か ら引 き 出そ うとす る メネ ラ オ スに 向 け て ア ン ドロマ ケ

が 言 う、 「エ ウ ロタ ス の流 れ(ス パ ル タ の川)の ほ と りに住 む あ な た 方 に は 、 そ れ が 賢 い や り

方 で す か 」(437行)、 「神 な る もの は 神 聖 で 、 正 義 を 司 る とは 思 わ な い の で す か 」(439行)と 。

そ して子 供 の命 まで 取 られ そ うに な った ア ン ドロマ ケ は 叫 ぶ 、 「お お 、 人 間 の 誰 に対 して も敵

意 を 燃 や す/ス パ ル タの 里 人 よ、 人 を 欺 くこ とば か り考 え て い る者 よ、/嘘 の 王 よ、 悪 事 を 企

む 者 よ、 話 を ね じ曲げ 、/健 全 な こ とに は 無 縁 、 考 え を あ れ これ い じ く りまわ す 輩 よ、/あ な
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た た ちが ギ リシア に 栄 え て い る の は 間違 い だ 」(445～449行)と 。 バ ル バ ロイ の ア ン ドロマ ケ

に こ こ まで 言 わ せ る と こ ろに 、 作 者 の 反 スパ ル タ感 情 の 一 端 を 窺 い 知 る こ とが で き る と思 わ れ

る。

　 さ らに ペ レ ウス もス パ ル タ非 難 に声 を あ げ る、 「そ な た(メ ネ ラオ ス)は そ れ で も男 か 、 こ

の 卑 劣 漢 め 、 しか も親 譲 り じゃ。/男 だ と考 え て も らえ る と ころ が 、 そ な た の い った い ど こに

あ る?/そ な た は プ リュギ ア人 風 情 に 妻 を 奪 わ れ た よ うな 男 だ 、/館 の 部屋 に 鍵 もか け ず 、 召

使 も付 け ず 留 守 に して 。/こ の 上 な い 蓮 葉 女 な の に 淑 女 を 妻 に した つ も りで な 。/ス パ ル タの

女 は な 、 た とえ そ う願 うて も/慎 み の あ る女 に は と うて い な れ ぬ の じゃ。/彼 女 らは 家 を 飛 び

出 して 、/太 腿 は 丸 出 し、 上 着 も脱 い で 、 若 い 男 と一 緒 に/駆 け 競 べ や 格 闘 技 まで す る。 わ し

に は 我 慢 で きぬ/仕 業 で は あ るが 。/〈 略 〉 そ して そ な た は こん な ヘ レネ の た め に 数 多 くの ギ

リシ アの/人 間 を 集 め て 、 イ リオ スに まで 連 れ て 行 った の か 。/そ な た は 彼 女 を 憎 み倒 しは し

て も、 槍 一 本 動 か す べ きで は なか った の じゃ」(590～607行)と 。 浮 気 妻 ヘ レネ、 コキ ュの メ

ネ ラ オ ス、 そ の た め に 起 きた 戦 争 、 慎 み に 欠 け る スパ ル タの 女 子 教 育 とい った もの が こ こに ま

とめ て 批 判 され て い る。

　 こ う した 状 況 を踏 ま え て 、Kittoは この ス パ ル タ批 判 こそ 本 篇 の主 要 テ ー マ で あ る と主 張 す

る。 そ して3人 の ス パ ル タ関 係 者 ヘ ル ミオ ネ 、 メ ネ ラオ ス 、 オ レス テ ス14)に そ れ ぞ れ 傲 慢 、

不 実 、 冷 酷 と い う負 の特 性 を担 わ せ る15)。 トロイ ア戦 争 の 原 因 とな った悪 女 ヘ レネ は ギ リシ ア

悲 劇 の格 好 の素 材 で 、 エ ウ リピデ ス も取 り上 げ て い る(た とえ ぽ 「オ レス テ ス 』。 一 方 で 貞 女

ヘ レネ を描 い たrヘ レネ 』 の よ うな作 品 もあ る こ とは あ る)。 メネ ラオ ス も好 人 物 に描 か れ る

こ とは まず な い 。 しか し彼 らの 娘 ヘ ル ミオネ が こ こ まで 痛烈 な 非 難 を 浴 び るの は 珍 しい 。 い や

個 々人 で は な く、 そ れ らを 含 め た スパ ル タの 地 、 国 風 全 体 が 批 判 の 対 象 と され て い る と ころ に

作 者 の 意 図 を 推 し量 って も、 強 ち 的 は ず れ で は な い だ ろ う。Kittoが 言 うの は 当 時 の 、 つ ま り

ペ ロポ ネ ソ ス戦 争 初 期 の 頃 の ギ リシ アの 政 治 情 勢 の 反 映 を 見 て 取 ろ うとい うこ とで あ る と思 わ

れ る。

　 こ こで 問 題 とな って くるの は 本 篇 の 上 演年 代 で あ る。 これ が しか し確 定 され て い な い 。 た だ

し手 懸 りは あ る。 本 篇 の445行 に付 け られ た ス コ リア(古 注)の 中 に、 「この 劇 は ペ ロ ポネ ソス

戦 争 初 期 の 頃(エ ン ・アル カイ ス)に 書 か れ た と思 わ れ る」 とい う一 節 が あ るの で あ る。 ペ ロ

ポネ ソス戦 争 は 前431年 に始 ま り前404年 に 終 わ った 内戦 で あ る。 そ の 初 期 の 頃(エ ン ・アル カ

イ ス)と い うの は 、27年 に 及 ぶ 戦 争 継 続 期 間 の どの 辺 りを 考 え た ら よい の か 。5年 あ るい は10

年 経 過 した 頃 だ ろ うか 。 取 りあ え ず は お お まか に 前420年 代 一 杯 ま で考 慮 して よか ろ うか 。

　 い ま一 つ 年 代 設 定 の 手 懸 りとな るの は 劇 の 文 章 の 韻 律 の 問 題 、 す な わ ち アイ ア ン ビ ック(短

長 格)の レ ゾル ー シ ョン(音 節 分 裂)の 比 率 の 増 大 現 象 で あ る。 エ ウ リピデ ス劇 の 文 章 は 、 時
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 レゾル　　　　ン

代が進むにつれてアイアンビックの長音節を短音二つで代用する(こ れを音節分裂と称する)
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傾 向が 強 ま る。 た とえば 『ヒ ッポ リュ トス 』 で は そ の 比 率 は5.8%で あ るが 、 『ア ン ドロマ ケ』

で は12%、r嘆 願 す る女 た ち』 で は14.2%、 「ヘ カベ 』 で は14.7%と な る。 時 代 配 列 は数 字 通 り

と言 い切 る こ とは で きな い が 、 一 つ の傾 向 は 見 て取 れ そ うで あ る。 『ヒ ッポ リ ュ トス』(前428

年 上 演)以 外 い ず れ の 作 品 も上 演 年 代 は 不 定 で あ るが 、 少 く と も前428年 以 降 で あ る ら しい と

い うこ とで あ る。

　 内戦 中 ス パ ル タ は アテ ナ イ の宿 敵 で あ り続 け た 。 そ の 関 係 は 前420年 代 だ け に 限 った こ とで

は な い 。 しか し開 戦 直 後 の 昂 揚 した 敵 対 感 情 が 未 だ 継 続 され て い る間 、 そ れ が 作 品 に反 映 され

る こ とは あ りそ うな話 で は あ る。Kittoが 本篇 に反 ス パ ル タ感 情 を 読 み 込 も う とす るそ の 姿 勢

は 、 け っ して 理 解 で きな い こ とで は な い 。

　 そ れ と の関 連 で 言 え ば 、 本 篇 に お け る アル ゴ ス に 関す る記 述 も無 視 で き な い。732行 以下 に

次 の よ うな一 節 が あ る。 「さあ 、　 　 遊 ん で い る暇 な ど な い の だ 　 　/我 が 家 へ 帰 る と し よ う。

スパ ル タの 近 所 に 国 が/あ るの だ 、 さ る国 が 。 以 前 は 友 好 関 係 に あ った の だ が 、/い まは 敵 国

に な って い る とい うの が 。 そ こへ 兵 を 進 め 、/侵 攻 して これ を わ が 傘 下 に 置 こ うとい うの だ 。

/そ の 件 が 思 い どお りに 片 付 い た ら/戻 って 来 よ う」(732～738行)。

　 ペ レウ スの 迫 力 に 押 され た メネ ラ オ スが 、 ヘ ル ミオネ を 残 した ま ま プ テ ィ アを 去 る際 の 捨 て

ぜ りふ で あ る。 こ の 「さ る 国」 は ア ル ゴス と想 定 され て い る16)。ア ル ゴス は地 理 的 に も アテ ナ

イ と スパ ル タ両 国 の 中 間 に 位 置 し、 ペ ロポ ネ ソ ス戦 争 全 体 の 中 で も軍 事 的 に そ の 帰趨 が 注 目 さ

れ て い た 地 域 で あ った 。 本 篇 と 同様 に 内戦 開 始 直 後 に 上 演 され た と 目 され て い るエ ウ リピデ ス

「ヘ ラ ク レス の子 ら』17)の末 尾 に は 、 ア テ ナ イ 軍 に 破 れ た アル ゴス軍 の エ ウ リュス テ ウス 王 が

死 を 免 除 され た 感 謝 と報 恩 の辞 を述 べ る条 が あ る(1026行 以 下)。 こ こに 当 時 の ア テ ナ イ と ア

ル ゴ スの 政 治 的 関 係 の 反 映 を 見 る こ とは 不 可 能 で は な い 。 た だKitto説 は 、 あ ま りに も政 治 的

側 面 を 強 調 しす ぎ る とす る反 論 もあ る こ とを 付 け 加 え て お か ね ば な らな い18も

3.家 と国家

　 Storeyは 、 本 稿 冒頭 で 触 れ た よ うに 、 この 劇 を 婚 姻 関 係 の 破 綻 とい う現 象 に 視 点 を置 い て

解 釈 しよ うと して い る。 これ は 非 常 に 興 味 深 い 着 眼 点 だ と思 わ れ る。 プ テ ィ アの ネ オ プ トレモ

ス家 の 正 妻 は ヘ ル ミオネ で あ る。 そ こに ネ オ プ トレモ ス 自身 が トロイ アか ら連 れ 帰 った ア ン ド

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ひび
ロマケが第二夫人として入 り込む。夫婦関係に簿が入る。 しかも正妻に子がな く、第二夫人に

子供ができる。子供の有無は家督の相続に関係する。夫婦仲は冷え、妻妾二人のあいだには軋

礫と闘争が生 じる。家庭内は不和となる。元来 目出たかるべき婚姻、正式な男女の結びつきが

不幸を生み出す。第2ス タシモンで合唱隊が歌 う。
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家庭の悲劇

人の世に婚姻の床が二つあることを、わた しは決 して誉めは しない。

腹違いの兄弟のいることも、
　 　 　 もと

それが因で起きる家 うちの争いも、苦悩に満ちたいがみ合いも。

わた しは、結婚で結ばれた夫が他の女を入れぬ

一つ床で満足 して くれたら、

それでよい。 (465～470行)

　一般論化 しているが、これはネオプ トレモス批判である。アン ドロマケとい う存在がな くて

もヘル ミオネは良妻ではなかったかもしれないが、ネオプ トレモスはアン ドロマケを家庭内に

入れることによって家庭環境をことさらに悪化させた。アン ドロマケは自らの体験を挙げて、

たとえ夫に自分以外の女性ができようとも妻としての徳を行使することで夫の心を引き留め、

振 り向かせることは可能だ と言 うが(207～208行)、 我盤に育 った一人娘のヘル ミオネには無

理な要求であろう。この婦徳の称揚は当時の男尊女卑の社会風潮を端的に反映するものと言え

る。

　ネオプ トレモスとヘル ミオネの不幸な結婚、その不幸な結婚から導き出された悲劇は、この

あともペ レウスの口を借 りて言及される。

お お 結 婚 よ、 結 婚 よ、 そ な た が わ が 一 門 と、

この 国 とを 滅 ぼ した 。 アイ アイ 、

エ エ 、 お お 吾 子 よ、

わ が 一 門 が 世 継 と家 の 存 続 とを 願 って 、

そ な た とヘ ル ミオ ネ との 呪 わ れ た 結 婚 を

取 り結 ぶ こ との な け れ ば よか った もの を 。

そ れ は そ な た に は 死 を もた らす もの だ った 、 吾 子 よ、

い や 、 そ の 前 に あ の 娘 が 雷 火 で 滅 ぼ され て い れ ば よか った の だ 。 (1186～1193行)

　婚姻関係をめ ぐる家庭のいざこざは、その家庭を破壊するだけではない。その家が一国を統

べる家柄であれば、累は国全体に及ぶ。結婚がわが一門とこの国を滅ぼ したとい うペ レウスの

述懐は、まずはヘル ミオネと結託 したオレステスの謀略で命を落 したわが子ネオプ トレモスを

追悼するものであるが、そのネオプ トレモスの死とそれに先立つ妻ヘル ミオネの離反はプティ

アにおけるペ レウス以来の王家の家庭崩壊ひいては王統の断絶を意味 している。一家庭の不和

が多 くの民草を不幸に陥れる。 しか しまた国の不幸が一家庭に及ぶのも自明のところである。

トロイア戦争は トロイア王家を破滅させたが、その余波は勝利者ギ リシアにも及んだ。ギ リシ
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丹　下　和　彦

アの 多 くの 将 兵 が 命 を 落 して トロイ アの 塵 泥 に 身 を 沈 め た だ け で は な い 。 凱 旋 将 軍 ア ガ メ ム ノ

ンは 妻 ク リ ュタイ メ ス トラの 背 信 と カ ッサ ン ドラを 第 二 夫 人 と して 連 れ 帰 った こ とが 災 い して

殺 され 、 の ちの ちの 一 家 に 多 大 な 悲 劇 を 生 み 出す こ とに な った 。 ネ オ プ トレモ ス も同様 で あ る。
　 　 　 　 　 　 　 ゲラス

トロイア戦争の戦利品としてアン ドロマケを獲得 し、これを故郷へ連れ帰って寝間の相手に加

えた。そのことが家庭不和を招き、王統断絶に至る悲劇的事件を出来せ しめたのである。

　またヘル ミオネは、もしトロイア戦争が起きなければオレステスと結婚することになってい

た。アガメムノンは息子オレステスとヘル ミオネの婚約を承認 していながら、 トロイア攻略に

はネオプ トレモスの協力が必要である(ヘ レノスの予言)こ とから心変 りして、戦後その功に

報いるためにヘル ミオネをネオプトレモスに与えたという経緯がある。「とい うのは、あなた

は/わ た しの許嫁だった。父上の企みでこの男と一緒になる前はね。/父 上は トロイアの地へ

出征する前に、/あ なたをわた しに呉れると言っておきながら、あとになって/い まのご亭主

に与えたのだ、 トロイアを陥 したらという条件付きで1町(966～970行)と オ レステスが言 う

のがそれである。因果はめ ぐり、許嫁を取られた男オレステスが取った男ネオプ トレモスを死

に至らしめることになる。これまた戦争とい う外部の事件が家庭内に入 り込み、婚姻関係に軋

礫葛藤を来た し、また別の婚姻関係を破壊するとい う例である。ネオプ トレモスもヘル ミオネ

もアン ドロマケもオレステスも、それぞれが被害者でもあ り加害者でもある。家庭内の不和と

家庭外のそれ(本 篇の場合は トロイア戦争)と は相互に関連 し影響 し合っている。双方が互い
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 エリス　　　ポノス

に 因 果 の 関 係 に あ る。Storeyの 言 うとお り、 家庭 の不 和 は争 い と殺 獄 を 生 み 出す 。20)だが また

争 い と殺 獄 の 最 た る もの で あ った トロイ ア戦 争 が ネ オ プ トレモ ス家 に 不 和 と軋 礫 、 そ して 死 と

崩 壊 を もた ら した の で あ る。 そ して トロイ ア戦 争 が また オ レス テ ス とヘ ル ミオネ の 許 婚 とい う

関 係 も断 絶 せ しめ た の で あ る。 この 家 庭 内外 の 不 和 の 相 互 作 用 は 留 意 す るに 価 す る。 繰 り返 せ

ば 、 元 来 トロイ ア戦 争 は メ ネ ラ オ ス家 の 不 和 、 す な わ ち メ ネ ラ オ ス とヘ レネ の 夫 婦 関 係 が パ リ

スの 介 入 に よ って 破 れ た こ とに 端 を 発 した の で あ った 。 そ の トロイ ア戦 争 が 生 み 出 した ア ン ド

　 　 　 　 　 　 ケラス

ロマ ケ とい う戦 利 品 の 介 入 に よ って 今 度 は ネ オ プ トレモ ス とヘ ル ミオネ の 夫 婦 関 係 が 破 綻 す る、

とい うこ とで あ る。 『ア ン ドロマ ケ』 は ア ン ドロマ ケ と題 を 付 け られ て い るけ れ ど も、 ア ン ド

ロマ ケだ け を 描 くの で は な い 。 ア ン ドロマ ケを め ぐる ネ オ プ トレモス 家 の 家 庭 内 不 和 を 、 そ し

て そ の 結 果 と して の 当 主 の 死 と一 家 離 散 を 描 くの で あ る。

4.家 庭の悲劇

　 rア ン ドロマ ケ』 とほぼ 同 じ素 材 を使 用 した と推 定 され る作 品 に ソボ ク レス のrヘ ル ミオ ネ』

が あ る。 た だ しこれ は極 小 断 片 一 片 を21)残 して散 侠 した 。 た だ エ ウ ス タ テ ィオ ス(12世 紀 後

半 の テ ッサ ロ ニキ 大 司 教)の 『オ デ ュ ッセ イ ア注 解 』1479.10に そ の梗 概 が 載 っ て い る。 凡 そ
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以 下 の よ うな 内容 で あ る。

　 メ ネ ラ オ スが トロイ アへ 出征 中 、 義 父 の テ ユ ン ダ レオ ス(ヘ レネ の 父)は ヘ ル ミオネ を オ レ

ス テ ス と嬰 わ せ た 。 の ち メネ ラ オ スは オ レス テ スか ら娘 を 取 り上 げ て 、 トロイ アで の 約 束 どお

りネ オ プ トレモ スに 与 え た 。 と こ ろが ネ オ プ トレモ スは 父 アキ レウ スの 死 を め ぐる疑 義 を 正 そ

うと して デル ポイ に 赴 くも、 ア ポ ロンの 神 官 マ カイ レウ スに 殺 され て しま う。 ヘ ル ミオネ は 再

び オ レス テ スの 手 に 戻 され 、 二 人 の あ い だ に は テ ィサ メ ノ ス とい う子 供 が 生 れ た 　 　 とい うも

の で あ る。

　 この 話 に ア ン ドロマ ケは ど う関 わ って い るの か 、 これ だ け で は わ か らな い 。伝 承 で は ア ン ド
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ゲラス
ロマケはネオプ トレモスの戦利品となってプティアの地へ連れて来られたからヘル ミオネとも

顔を合わせているはずであるが、どうやらソボクレスはエウリピデスのように妻妾対立とい う

かたちで劇を作らなかったようにみえる。もし二人が絡む場面があったとしても、作意はあ く

までヘル ミオネの側に沿ったものであったろう。題名からも全篇はヘル ミオネの劇であったと

推測できる。

　一方、エウリピデスは同じ素材を用いてrア ン ドロマケ』を書いた。その内容は上に見てき

たとお りである。ネオプ トレモスとヘル ミオネの婚姻関係に絡む軋礫と葛藤を、一方は正妻ヘ

ル ミオネを主人公として(お そらく)描 き、他方は奴隷身分で第二夫人のアン ドロマケを主人

公として描いた。後者エウリピデスの作品は、題名からするとアン ドロマケが主人公であると

言 うことができる。 しか し先に触れたように、彼女は劇の中途で姿を消す(1047行 以下劇の最

後までは 「だんまり」として舞台上にいると想定できないことはない)。その姿は劇の事件に

最後まで主体的にかかわるものとは言い難い。

　ヘル ミオネも同様である。1008行(劇 の3/4の 部分)で 舞台を去 り、悲劇の場か ら身を引い

て しまう。彼女らの他にも結婚生活の被害者、あるいは婚姻関係に蹟いた者はいる。たとえぽ

メディアやデイアネイラがそ うである。彼女らはそこに出来 した悲劇的事件の当事者であ りつ

つ、その事件を生き抜 くことで悲劇的人間ともな り得た。いまヘル ミオネもアン ドロマケも婚

姻関係にまつわる不幸な状況に連座 しながら、その不幸をその身に一手に引き受けて悲劇的人

物となる途を取らない。アン ドロマケは知も徳も兼ね備えた女性として描かれている。 しか し

彼女は我が身の置かれた不幸な状況を嘆 くだけで、何ら行動を起こさない。卓れた人間が不幸

な状況に負けて、端から見れば愚行としか言いようのない行動を起こす。それが悲劇と悲劇的

人間を作 り出す。メディアもデイアネイラもそ うである。アン ドロマケはたとえ愚行であれ、

行動を起こすことは しない。不幸な状況を嘆いているだけの哀れな存在で しかない。ヘル ミオ

ネは愚行を犯す。 しか し彼女には徳と知が欠けている。彼女には己の思惟と行動との懸隔を感

知する能力がない。端から悲劇的人物たることを放棄 している。どうやら作者は個人の悲劇を

描 くこと、言い換えれば悲劇的人物を造形する意図はなかったように思われる。
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　 で は 何 を 描 こ うと した の か 。 す で に 述 べ て きた よ うに 、 家 庭 内の 不 和 軋 礫 、 婚 姻 関 係 の 不 具

合 か ら生 じる不 幸 な 状 況 、 そ れ こそ 作 者 の 執 筆 の 目的 で あ った と思 わ れ る。 二 人 の 男 女 が 婚 姻

関 係 を 結 ぶ と き、 そ れ ぞ れ が 背 後 に 抱 え て い るそ れ まで の 生 活 、 過 去 の 人 生 経 験 が 新 しい 二 人

の 生 活 に 影 を 落 す こ とは 必 定 で あ る。 ネ オ プ トレモ ス とヘ ル ミオネ は そ れ ぞ れ の過 去 を 背 負 っ

て 婚 姻 関 係 を 結 ぶ 。 ヘ ル ミオ ネは 、 そ の 背 後 に 婚 約 者 だ った オ レス テス の 影 を 引 き?っ て い る。

ア ン ドロマ ケは ネ オ プ トレモ スの 背 後 に 存 在 す る影 で は な く現 身 の 姿 とな って 、 ネ オ プ トレモ

ス ・ヘ ル ミオ ネ夫 婦 の あ い だ に 割 り込 ん で くる。 か く して 出来 上 が った 新 しい 結 婚 生 活 は 、 新

婦 ヘ ル ミオ ネの 我 盤 に 加 え て 嫡 子 の 欠 如 か らほ こ ろび を 見 せ る。 い つ の 世 に も、 また ど この 世

界 に もあ る家 庭 内不 和 が 出来 す る。

　 こ う した 婚 姻 関 係 を め ぐる不 和 軋 礫 が 作 劇 の 重 要 な テ ー マで あ った ら しい こ とは 、 ネ オ プ ト

レモ スの 死 に オ レス テ スを 関 与 させ た こ とか ら も見 て とれ る。 伝 承 で は ネ オ プ トレモ スは デ ル

ポイ の 神 官 マ カイ レウ スに よ って 殺 され た こ とに な って い る。 ソボ ク レス の 『ヘ ル ミオネ 』 は

この 伝 承 を 忠 実 に 踏 まえ て い る。 しか し本 篇 で は オ レス テ スの 策 略 に 踊 ら され た デ ル ポイ 市 民

が ネ オ プ ト レモ ス を 虐 殺 す る(Stevensは これ を エ ウ リピ デ ス の創 作 で あ る と言 う22))。 ネ オ

プ トレモ スは 一 人 の 女 性 を め ぐる二 人 の 男 性 の 暗 闘 の 一 方 の 当 事 者 で あ り、 被 害 者 、 敗 者 とい

うこ とに な る。 そ れ は 婚 姻 関 係 の もつ れ に よ る悲 劇 と言 うこ とが で き る。 デ ル ポイ 市 民 を 煽 動

す る オ レス テ スを 描 き 出す こ とに よ って 、 一 組 の 男 女 の 婚 姻 関 係 の もつ れ が い っそ う強 く映 し

出 され る こ とに な るの で あ る。

　 本 篇 の 題 名 は 「ア ン ドロマ ケ』 で あ る。 しか しこれ は ア ン ドロマ ケの 劇 で は な い 。 ア ン ドロ

マ ケは トラ ジ ック ・ヒ ー ローに は な り得 て い な い 。 そ れ もあ って かKittoは この 劇 の もつ 政 治

的 、 時 事 的 側 面 、 す な わ ち反 スパ ル タ感 情 を 強 調 した 。 わ た した ちは しか しそ れ を 認 め な が ら

も、 全 面 的 に 与 す る こ とは で きな か った 。 や は りこれ は 日常 的 な 家 庭 の 不 和 を 中 心 に 据 え て 描

い た 劇 な の で あ る。ConacherはHartungの 説 に 同意 して 、 本 篇 は ア ン ドロマ ケの 不 幸 で は な

くペ レウ ス家 の不 幸 を描 い た作 品 で あ る と して い る23も た だ ペ レ ウス家 の不 幸 とだ け言 って 済

ます の は皮 相 的 に す ぎ る だ ろ う。Storeyの 言 う よ うに 、 そ の 悲 劇 を誘 因 す る婚 姻 関 係 、 そ れ

も一 組 だ け の そ れ で は な く複 数 の 婚 姻 関 係 の 錯 綜 に 由来 す る家 庭 内 悲 劇 とい う捉 え 方 が 大 切 だ

ろ う。 先 のConacherも 本 篇 に は トラ ジ ック ・ヒ ー ローが 存 在 しな い こ とを 認 め て い る。 作 者

は ア ン ドロマ ケ もヘ ル ミオネ も トラ ジ ック ・ヒ ー ロー とせ ず に 、 彼 女 らの 婚 姻 関 係 か ら結 果 す

る家 庭 内の 不 幸 を 描 い た 。 個 人 の 悲 劇 で は な く、 婚 姻 関 係 を 基 本 とす る家 庭 とい う日常 世 界 に

出来 す る悲 劇 を 描 い た の で あ る。

　 しか しこ こへ 来 て わ た した ちは 思 い 至 る、 作 者 は ネ オ プ トレモ ス 家 の 悲 劇 を 描 きな が ら、 ネ

オ プ トレモ ス家 の 悲 劇 を 書 い て い るの で は な い と。 そ れ は 単 にA氏 の 家 庭 、 あ るい はB氏 の 家

庭 の 悲 劇 を 描 い て い るの で あ る と。 そ こで は トロイ ア戦 争 もス パ ル タ も、 さほ ど考 慮 の 内 に 入
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れる必要はないのであると。そこに描かれているのは作者の周囲で起きていた当時のアテナイ

市民の家庭の不幸、そ してまた現代のわた したちの周囲でもしば しぼ見かける婚姻関係のもつ

れに由来する家庭悲劇なのである。
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